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1. 研究背景 
筆者が分析官として携わってきた六本木アートナイト(通称:RAN)における開催時期前後
のweb上における言及傾向の調査結果(ケーススタディ)に関して論ずる。 
主に、分析結果とその解析手法の検討に関して重視した。文化政策における調査、評価
に関してはこれまで熊谷氏らが提唱してきたロジックモデル、社会インパクト評価法など
のフレーミングによる評価がスタンダードであり、RANにおいてもこれらの評価方法が用
いられてきた。 
本研究では、筆者がweb上における情報を用いた研究に取り組んできた背景を基に、ロ
ジックモデル・社会インパクト評価法 1で設計してきたフレームにおける仮説をどこまで
説明できる結果がweb上のコレクティブインフォメーションから抽出できるかを重視し
た。本調査では、一般市民に対する大規模芸術祭(RAN)のアウトリーチ過程をアンケート
調査(一年ごとに、約 1000 人の参加者、不参加者のRANに対する印象調査)などを並行し
てきた。その中で、web上における一般市民の方々の印象、関心の推移がどのように変化
し、どのようなタイミングで関心が集まったか、また、その他海外の国際的な芸術祭にお
けるweb上のアクティビティ(国内外)の違いなども比較しながら、今後の国際芸術祭と
web上における情報の在り方に関して検討していった。本アブストラクト(予稿)では、研
究発表での一部事例に関して記述する。 
 
1-1.調査のディレクション 
本調査では、六本木アートナイトにおける海外からの関心、つまり、発信拠点になってい
るかどうかに関して調査と分析手法の実証性の検討を行うことを目的とした。 
 

• SNS やWeb上の情報のデータからRANの関心動向を検証 
• どこまでデータで検証できるかどうかまで精査も兼ねる 
• RAN経由の海外からのインバウンドの言論、関心(トラフィック)動向を推察できな
いか  

• RANの出稿記事の拡散度合い(Web上における)を考察 
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1-2.リサーチクエスチョン 
 1-1 を基に、本報告におけるweb上におけるRANに関する情報を分析するにおいて下記
のリサーチクエスチョンを重視することによって非常に広範かつ膨大な情報量を持つweb
上におけるデータの中での「RAN」の立ち位置に関して分析を行うことにした。 
 
RQ1:「RAN」に関して、web 上における一般市民の 方々の印象、関心の推移が利活用者
の動態が複雑である各 SNS(オフィシャルアカウントを保有する Twitter, Instagram, その
他)の間でどのように変化し、どのようなタイミングで関心が集まったか 
 
RQ2:その他海外の国際的な芸術祭における web 上のアクティビティ(国内外)の違い など
も比較しながら、今後の国際芸術祭と web 上における情報の在り方との比較 
 
RQ3:既存のロジックモデル、社会インパクト評価方法における仮説の裏付けにどこまで至
近できるか 
 
RQ(全体):そもそも文化政策に関する議論に関してどこまで web 上における情報は参考に
なりうるのか 
 
上記の問いを重視して、分析手法、対象とするソーシャルメディアをTwitter ,Instagram, 
Google, MOZ などの web トラッキングにおける分析を通して、解析手法の検討をしてい
った。 
 
2. 分析に用いたデータセット 
本分析では、2018-2019 年における六本木アートナイト(通称:RAN)における開催時期に
おける国内外のTwitter、Instagramなどの各ソーシャルメディアのアカウント2における
上記芸術祭における言及件数、またどのような言及パターン・カテゴリが形成されていた
か精査を行った[1-2]。その過程で六本木アートナイト3における開催時期の過程(2009 年

 
2 Brand24 から海外からの意⾒に関しては意⾒抽出を⾏った。(Twitter、Instagram、
Youtube を対象とした。) 
“Social media & digital marketing tips and news brought to you by Brand24, social media, 
podcasts and web monitoring tool.” 
3 東京を代表するアートの祭典として 2009 年 3 ⽉にスタートした国際芸術祭である。 
主な主催:東京都、アーツカウンシル東京(公益財団法⼈東京都歴史⽂化財 団)、港区、六
本⽊アートナイト実⾏委員会【国⽴新美術館、サントリ ー美術館、東京ミッドタウン、 
21_21 DESIGN SIGHT、森美術館、森ビル、六本⽊商店街振興組合(五⼗⾳順)】 
出典:https://www.hibinospecial.com/direction/ 
 



～)での言論の形成に関しても「国際芸術祭」の一つとして考察を行うために、以下のキー
ワードから意見抽出を行った。 
抽出キーワード：「六本木アートナイト」OR 「Roppongi Art Night」OR「RAN」OR 「ART NIGHT」 

また、地域特性を抽出する際は「六本木」OR 「ROPPONGI」 

のキーワードも抽出した。 
 
3. 考察 

 
 
 
 
図 1 は Brand24 からモニタリングを行った「六本木アートナイト」におけるWeb上の言
及傾向の概要である。海外展開としてはTwitter・Instagramが主要なインフルエンサーと
して機能していることがわかる。 
 

 
図 2:2009 年度-2018 年度における国内外からの言及・閲覧傾向(メディア・アカウント別) 
 
メディア別で見ると Instagramからのコンテンツ写真などの投稿件数が顕著である。日本
の文化・行事としての紹介は様々なメディアでなされていることもわかる。 
 

図 1:2009 年度-2018 年度における国内外からの言及・閲覧割合(メディア・アカウント別) 



 
図 3:2009 年度-2018 年度におけるコンテンツの年度言及推移 
 
図 2-3 からも明らかなように、六本木アートナイトにおける国際芸術祭としてのオープン
コールが加速したのもこの 2018 年からである。 

 
図 4:2017 年度-2018 年度におけるweb 上における「RAN」関連の検索件数(日本のみ) 
 
その結果、海外からのモニタリング結果でも 2018 年以降に急激にweb上での海外からの
言及がなされていることが確認された。 メディア別で見るとInstagram>Twitter>youtube
の順にコンテンツに関してよく閲覧されていることがわかる。また日本の行事としての紹
介記事は Twitter>Instagram>youtube の順番であった。一般人言及としても海外リーチに
つながるのは Instagramであることがわかった。 

 
図 5:2009 年度-2018 年度における国内外からの言及・閲覧傾向(メディア・アカウント別) 
  
さらに年度別で見ると近年の記事の閲覧数は海外向けプロモーションの効果が確かに現れ
ている結果となっているのがわかる。 
 
 



4. 小括 
 2018 年以降、国際芸術祭としての告知、オープンコールや積極的な招致などを行ってき
た中で越境ソーシャルメディアからのモニタリングを行うことで具体的なソーシャルメデ
ィアにおける言及傾向や日本国内の芸術祭との比較考察、海外における国際芸術祭との比
較の可能性などが示唆できた。 
 

 

図 6:2017 年度-2018 年度におけるweb 上における「RAN」関連の検索件数(海外・英語圏の
み) 
 

  

 
図 7:2017 年度-2018 年度におけるweb 上における「RAN」関連の検索件数(海外・英語圏の
み)4 
サイトトラフィックを見ると、美術館、デザイン、横浜ミュージアムなど近しいコンテ
ンツへの検索経路があることがわかった(開催時にその特徴が際立つ)。具体的な比較事例
～各事例の考察(ケーススタディ)などは、本研究発表にて紹介させていただきたい。 
 
謝辞 
本発表に際して、六本木アートナイト事業評価報告書を共同執筆してきた六本木アート
ナイト実行委員会のみなさまに感謝申し上げます。 
 
 

 
4 MOZ “web 上におけるトラフィックをモニタリングするツールを⽤いた。” 
https://moz.com/ 
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